














大野川の川づくりの内容大野川の川づくりの内容
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◆河川の整備 （ハード対策）

別　府　湾

大 分 市

川添橋

松岡大橋
乙津川
分流堰

洪水被害を減らすための対策
洪水等による災害の発生を防止するためのハード対策を推進

します。

家屋の浸水被害につながる「堤防の決壊」、「越水」等が想定

される区間に対し、水位を低下させるための河道掘削や河川

整備（引提）を実施します。

河川改修にあたり、環境の保全・創出に努めます。

※施工区間は、 概ねの範囲を示したもので、 データの精査等により変更が生じる可能性があります。

凡　　例

： 河道掘削

： 地震津波対策

： 河床低下対策

： 堤防整備 （浸透対策）

： 河川整備 （引堤）

： 堤防整備 （断面拡大）

： 工作物改築
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No 河川名 地区名 施工場所 整備内容

1 大野川 一ノ州地区 大分市一ノ洲地先 左岸-1k400付近 地震・津波対策

2 大野川 志村地区 大分市志村地先 右岸1k000～1k600付近 河床低下対策

3 大野川 種具地区 大分市種具地先 右岸4k200～6k000付近 河床低下対策

4 大野川 丸亀地区 大分市丸亀地先 左岸4k800～8k200付近 河道掘削・樹木伐採

5 大野川 関園地区 大分市関園地先 左岸5k800～8k800付近 河川整備（引堤）

6 大野川 丸亀地区 川添橋 7k150付近 横断工作物改築

7 大野川 宮河内地区 大分市宮河内地先 右岸7k600～10k600付近 河道掘削・樹木伐採

8 大野川 宮河内地区 大分市宮河内地先 右岸7k800～10k600付近 河川整備（引堤）

9 大野川 大津留地区 大分市大津留地先 左岸8k200～9k000付近 河床低下対策

10 大野川 宮河内地区 松岡大橋 9k750付近 横断工作物改築

11 大野川 松岡地区 大分市松岡地先 左岸9k400～12k400付近 河道掘削・樹木伐採

12 大野川 下戸次地区 大分市下戸次地先 右岸11k600～13k400付近 河道掘削・樹木伐採

13 大野川 下戸次地区 大分市下戸次地先 右岸11k400～19k200付近 堤防整備（断面拡大）

14 大野川 下判田地区 大分市下判田地先 左岸13k800～15k000付近 河道掘削・樹木伐採

15 大野川 下判田地区 大分市下判田地先 左岸14k400付近 堤防整備（断面拡大）

16 大野川 下戸次地区 大分市下戸次地先 右岸14k600～15k200付近 河道掘削・樹木伐採

17 大野川 竹中地区 大分市竹中地先 左岸18k400～18k700付近 堤防整備（断面拡大）

18 乙津川 乙津・皆春地区 大分市乙津・皆春地先 別保橋～4k000付近 河床低下対策

19 乙津川 国宗地区 右岸3k200～3k600付近 堤防整備（浸透対策）

20 乙津川 鶴瀬地区 大分市鶴瀬地先 右岸6k700～7k100付近 堤防整備（浸透対策）

21 乙津川 毛井地区 大分市毛井地先 8k000～乙津川分流堰付近 河床低下対策

22 乙津川 毛井地区 乙津川分流堰 9k500付近

洪水対策のイメージ横断図

河道整備 （流下能力向上等） の施工の場所

大野川　6k600 大野川　12k600

絶滅危惧種等の貴重な動植物が生息できる環境の場を創出します

平水位

計画高水位

河道掘削等

引堤

計画高水位

平水位

河道掘削等

断面拡大



大野川水系河川整備計画 （変更原案） の概要大野川水系河川整備計画 （変更原案） の概要
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◆防災情報などの整備 （ソフト対策）
防災情報を分かりやすく伝えるための対策
従来から用いられてきた防災無線・サイレン等の地域特性に応じた情報伝達手段

についても、関係自治体と連携して有効活用し、また水位標識なども分かりやす

くします。

光ファイバーネットワークの構築、IT関連施設の整備等を行い、防災対策に必要

な水位や雨量等の情報、監視カメラの画像情報など迅速かつ正確に提供する取り

組みに努めます。

また、河川の状況を分かりやすく伝えるために、水害リスクラインなどより高度

な情報を提供できるよう努めます。

水位危険度レベル表示 大分川 ・ 大野川防災情報提供システム

水害リスクマップ （現況河道）

水害リスクライン （防災情報高度化の事例）

防災体制強化のための対策
洪水予報・水防警報の通知

　川の水位が上昇するおそれがある場合等には水位予測を行い、洪水予報を気象台と共同で発表します。

　また、関係機関が行う水防活動が的確に実施され災害の未然防止が図れるよう、水防警報を迅速に通知します。

洪水時の見回りなど

　堤防等の河川管理施設等の異常を早期に発見し、迅速な水防活動や、緊急復旧工事が実施できるよう、河川巡視

を行います。

日頃からの防災教育や防災訓練

　水防活動に万全を期すために、平常時から出水期前の合同巡視、情報伝達訓練、防災訓練等を行います。

的確な水防活動のための準備や情報交換など

　洪水時の水防活動が円滑に行われるよう、水防資機材など

の確保・充実を図ります。

　関係機関で構成する「大分川・大野川洪水予報 - 水防連絡

会」を通じて、情報連絡体制の確立や重要水防箇所の周知等

を今後も継続していきます。

水防訓練の状況

大分川 ・ 大野川洪水予報 - 水防連絡会

流域内の県、 市、 自衛隊、 地方気象台、 国土交通省

などによって構成。

大野川における水防体制の強化に向け、 水防に関する

情報交換を積極的に行っています。
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◆河川水の利用

◆水質の保全

日頃からの水量・水質の管理

　河川環境の保全や既得用水の取水の安定化、流水の正常な機能

を維持するため、関係機関等と連携を図りながら水量・水質の監

視を行います。

渇水の被害を減らすための対策

水質事故時の適切な対応や事故防止訓練など

　異常な渇水等により河川流量が減少し、渇水対策が必要となっ

た場合は、関係機関と連携して被害の軽減に努めます。

　水質事故時には、関係機関への情報伝達、適切な箇所でのオイ

ルフェンス・吸着マットなどの設置等により、被害の拡大防止を

図ります。

　また、円滑な対応を図るべく、「大分川・大野川水質汚濁防止

連絡協議会」と連携しながら事故管理体制の強化や水質事故訓練

等を実施します。

大野川では、 軸丸発電所をはじめとする

14 箇所の発電所により河川水が利用され

ています。 さらに工業用水として大分臨海
工業地帯に、 水道用水として大分市、 竹

田市等に供給が行われています。

農業用水,

88.768

上水,

3.260

工業用水, 21.080
その他, 0.277

発電用水,

111.300

【単位：m3/s】

大野川水系における水利権量の内訳

今後も引き続き水質の状況を把握・公表するとともに協議会等を通じて関係機関等と調整し、地域住民へ水質保

全に関する啓発活動を行います。

地域の意識向上や啓発活動については、水生生物の種類によって簡易的に水質の状態を調べる水生生物調査をは

じめ、出前講座や、「大分川・大野川水質汚濁防止連絡協議会」等を活用し、実施します。

大分川 ・ 大野川水質汚濁防止連絡協議会 水生生物調査状況
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大野川における水質 BOD75％値経年変化 （A 類型） （H7 ～ R4）

大野川水系の水質は概ね良好です。

一部、少雨や植物性プランクトンの

発生等の影響で環境基準より高い値

がありますが、今後も経過観察、対

策に努めます。

※BOD （生物科学的酸素要求量） とは水中の有

　 機物が微生物によって分解されるときに消費さ

　 れる酸素の量で表され、 有機性の汚濁を表す

　 指標として用いられます。

　 75％値とは、 1 年間月 1 回 （計 12 回） の観

　 測データのうち、 良 い方 から 並べ て 9 番目

　 （75％目） の値であり、 環境基準の達成状況

 　をみるときの指標になります。

河川環境基準 （A 類型） 2ｍｇ/L 以下














